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農
産
物
収
穫
状
況

デントコーンの収穫作業

小豆の収穫作業

馬鈴しょ撰別作業

○
豆
　
類

　

各
豆
類
は
例
年
並
み
の
収
穫
始
め
と

な
り
、
当
組
合
施
設
の
受
入
は
10
月
２

日
よ
り
開
始
し
た
。

　

販
売
状
況
は
、
近
年
の
高
値
取
引
に

加
え
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
消
費
が
回
復
せ

ず
、
小
豆
に
至
っ
て
は
過
剰
な
在
庫
蓄

積
に
よ
る
今
後
の
相
場
動
向
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。

○
馬
鈴
し
ょ

　

今
年
は
馬
鈴
し
ょ
全
般
に
塊
茎
腐
敗

が
多
発
し
、
収
穫
期
は
雨
天
が
多
く
機

上
選
別
に
苦
慮
し
た
収
穫
作
業
と
な
っ

た
。
萌
芽
期
の
旱
魃
低
温
の
影
響
で
塊

茎
数
が
少
な
く
大
玉
傾
向
に
あ
り
、
種

子
馬
鈴
し
ょ
で
は
製
品
規
格
の
調
整
・

出
来
高
を
考
慮
し
た
撰
果
計
画
の
見
直

し
を
都
度
行
い
、
10
月
中
旬
か
ら
府
県

販
売
先
へ
向
け
製
品
出
荷
を
開
始
し
て

い
る
。

○
飼
料
作
物（
デ
ン
ト
コ
ー
ン
）

　

４
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
に
か
け
、

降
水
量
は
例
年
の
２
割
程
度
と
旱
魃
傾

向
で
あ
っ
た
が
、
積
算
温
度
は
昨
年
同

様
に
高
め
に
推
移
し
、
収
穫
量
は
十
分

に
確
保
で
き
た
。
し
か
し
、
６
月
中
旬

以
降
の
長
雨
、
８
月
上
旬
に
は
台
風
４

号
か
ら
の
温
帯
低
気
圧
に
よ
る
強
風
で

一
部
圃
場
に
お
い
て
倒
伏
被
害
を
受
け

た
ほ
か
、
収
穫
直
前
に
気
温
が
高
ま
り

登
熱
が
急
激
に
進
ん
だ
た
め
、
例
年
に

な
く
根
腐
病
の
発
生
が
全
町
的
に
見
ら

れ
た
。

　

本
年
度
の
粗
飼
料
は
総
じ
て
乾
物
率

が
高
い
傾
向
に
あ
り
、
摂
取
量
が
低
下

す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
飼
料
分
析
を

行
い
適
切
な
給
与
が
必
要
。
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―
楽
し
く
バ
タ
ー
作
り
―

第
16
回
こ
ど
も
農
業
体
験
事
業

―
さ
つ
ま
い
も
・
と
う
も
ろ
こ
し
の
収
穫
―

青
年
部
活
性
化
事
業

青年部

青年部

半谷部長の挨拶

みんなでバター作り

バターを完成させた園児 トラクターに興奮！ うまくできた搾乳体験

とうもろこしの収穫作業

さつまいもの収穫作業

　

10
月
21
日
、
大
樹
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
前
広
場
に
お
い
て
、
北
保
育
園
・

南
保
育
園
の
園
児
を
対
象
に
農
業
体
験

事
業
を
行
っ
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
次
世
代
を
担
う
子
供

達
に
農
業
・
食
料
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
っ
て
お
り
、

今
回
で
16
回
目
を
迎
え
る
。

　

当
日
は
、
部
員
５
名
が
参
加
す
る
中
、

北
保
育
園
児
９
名
、
南
保
育
園
児
20
名

が
参
加
し
た
。

　

半
谷
部
長
は
、「
今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
行
事
が
減
っ
て
い
ま

す
が
、
対
策
に
気
を
付
け
農
業
を
体
験

で
き
る
準
備
を
し
た
の
で
、
楽
し
く
過

ご
し
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
。

　

始
め
に
バ
タ
ー
作
り
を
行
い
、
園
児

は
牛
乳
と
生
ク
リ
ー
ム
を
混
ぜ
入
れ
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
持
ち
、
走
り
回
り
な

　

10
月
21
日
に
Ｊ
Ａ
大
樹
町
農
業

技
術
試
験
展
示
圃
場
に
お
い
て
、

青
年
部
活
性
化
事
業
を
行
っ
た
。

　

こ
の
事
業
は
活
動
を
通
し
て
部

員
の
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
参
加
率
向

上
や
青
年
部
活
動
の
活
性
化
を
目

的
に
３
カ
年
計
画
し
た
も
の
で
、

今
年
度
は
さ
つ
ま
い
も
の
作
付
を

主
な
活
動
と
し
て
い
る
。

　

当
日
は
、
さ
つ
ま
い
も
（
な
る

と
金
時
と
シ
ル
ク
ス
イ
ー
ト
）
と

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
用
と
う
も
ろ
こ
し

が
ら
振
っ
て
い
た
。
途
中
疲
れ
た
と
い

う
園
児
も
い
た
が
、
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い

だ
っ
た
。
そ
の
後
は
、
保
育
園
ご
と
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
模
擬
搾
乳
体
験
、

ト
ラ
ク
タ
ー
の
試
乗
を
行
っ
た
。

　

模
擬
搾
乳
体
験
で
は
、
半
田
部
員
が

「
草
を
食
べ
た
牛
が
お
乳
を
出
し
、
乳

業
メ
ー
カ
ー
が
加
工
し
て
皆
さ
ん
に
届

け
ら
れ
ま
す
」
と
説
明
。
話
を
聞
い
た

後
は
、
一
人
一
人
に
部
員
が
横
に
座
り

説
明
を
受
け
な
が
ら
模
擬
搾
乳
を
体
験

し
て
い
た
。
ト
ラ
ク
タ
ー
の
試
乗
で
は

全
員
が
試
乗
し
、
内
部
の
冷
蔵
庫
な
ど

普
段
見
る
こ
と
の
な
い
車
内
に
興
奮
し

な
が
ら
記
念
写
真
を
撮
っ
て
い
た
。
最

後
に
全
体
で
記
念
撮
影
を
行
い
、
部
員

よ
り
園
児
に
お
土
産
を
手
渡
し
事
業
を

終
了
し
た
。

の
収
穫
を
部
員
５
名
で
行
っ
た
。

昨
年
は
さ
つ
ま
い
も
を
手
堀
り
し

た
が
、
今
年
は
デ
ィ
ガ
ー
を
使
用

し
、
時
間
の
大
幅
な
短
縮
と
傷
を

減
ら
す
こ
と
が
出
来
た
。

　

収
穫
し
た
さ
つ
ま
い
も
は
、
Ｊ

Ａ
青
年
部
と
青
婦
部
の
交
流
会
で

食
し
、
好
評
を
得
た
。
今
後
は
、

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
用
と
う
も
ろ
こ
し

や
髙
松
副
部
長
の
圃
場
に
て
栽
培

し
た
落
花
生
と
併
せ
、
道
の
駅
で

の
販
売
を
計
画
し
て
い
く
。
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　10月６日、下大樹の農業倉庫前において、

農業用廃プラスチック・産業廃棄物集中回収が

行われた。

　回収は、年３回実施されるが、今回は第３回

目の回収。

　当日は、農業用廃プラスチックが56,080㎏、

産業廃棄物は6,160㎏となり、合計62,240

㎏の回収実績となった。

　今後は巡回による回収が11月下旬に行われる。

所　　属　酪農畜産部生産改良課

生年月日　平成３年１月15日

出 身 地　大樹町

前　　職　さくらインターネット

趣　　味　スポーツ・映画

抱　　負　�右も左も分からない若輩者ですが１

日でも早くみなさんのお力になれる

よう邁進します。

　10月16日に、ＪＡ事業部（生産資材課・燃

料課・農機車両課）の「３課合同展示会」を別

館事務所で開催した。

　当日は、自動車の展示や、ガス器具・農薬の

相談コーナー、野菜種子や生産資材品、タイヤ、

ドライブレコーダーなどの販売、大樹町産の農

産物直売が行われた。また、経営相談課による

ＪＡマイカーローンなどの相談ブースも設置し

た。

　来場者には町内飲食店の菜凛酒家の麻婆豆腐

弁当を振る舞い、好評を得ていた。

　ＪＡでは、10月13日～14日の２日間で職

場体験学習（インターンシップ）として、大樹

中学校２年生の生徒２名を受け入れた。

　生徒達は、企画管理課よりＪＡの概要・マナ

ー研修を受け、生産資材課、酪農振興課生乳検

査室、生産改良課に配属され、それぞれの業務

を体験した。

　生徒達は初めて触る機械や器具等、不慣れな

作業に戸惑いながらも、一生懸命に与えられた

実務に対応していた。

廃 プ ラ 回 収

新 人 職 員 紹 介 中学生インターンシップ

事業部３課合同展示会

酪農畜産部　生産改良課

池
いけ

田
だ

　謙
けん

太
た



前立腺とは

前立腺は、膀

（図１）男

る働きがあ

くなります

きさが完全

立腺肥大症

気を泌尿器

前立腺肥大

前立腺肥大

患すると言

感、尿失禁

前立腺炎

前立腺炎に

す。急性前

難、発熱な

は入院治療

前立腺炎で

感が見られ

原因がはっ

前立腺がん

前立腺がん

健康情報

は？

膀胱と尿道

男性のみに存

あります。年

す。しかしな

全に一致する

症、前立腺炎

器科では治療

大症

大症は、おお

言われます。

禁といった症

には急性前立

前立腺では、

などの症状が

療が必要とな

では慢性的な

れます。細菌

きりしない

ん

んは年々増加

報 ～JA

のあいだに

存在し、精液

年齢とともに

ながら、症状

るわけではあ

炎や前立腺が

療します。

およそ男性の

頻尿、尿勢

症状がでてき

立腺と慢性前

排尿時痛や

が見られます

なることもあ

な排尿時痛や

によること

いことも多い

加しており、

A 北海道厚

ある臓器で

液の一部をつ

に前立腺は大

状と前立腺

ありません。

がんといっ

の 50-70％で

勢の低下、残

きます。 

前立腺があり

や頻尿、排尿

す。高熱の場

あります。慢

や会陰部の不

もありま

いです。

国立がん研

厚生連 

す。

く

き

大

前

病

で罹

尿

ま

困

合

性

快

す

究

セン

がん

測死

増加

向上

状は

ダヴ

ダヴ

２）

と考

行い

に退

人間

帯広

がん

する

予防

人間

厚生

電話

平日

団体

申込

広厚生病

ンターによる

んと診断され

死亡数は約

加している理

上、食生活の

は、前立腺肥

ヴィンチ

ヴィンチは、

。術後の痛

考えています

いましたが、

退院されてお

間ドックのす

広厚生病院で

ん検診」を行

ることでご

防、早期発見

間ドックの

生病院 健康

話 0155-6

日 8：30～1

体で申し込ま

込みください

病院発～

る 2019 年

れた患者数

12,000 人と

理由として

の欧米化な

肥大症と同様

、３つの機

痛みが少なく

す。当院で

、出血も少

おります。

すすめ

では、オプ

行っていま

自身の健康

見に役立て

ご相談、個

康推進課にお

65-0133（予

17：00 

まれる方：職

い。

患

78,000

推計されて

、高齢化、

どが挙げら

です。

、手術後の

はこれまで

なく、みな

ション健診

す。人間ド

状態を確認

ることがで

人でのご予

電話くださ

約専用） 

職場の健診

患数（新たに

人ほど、予

ております。

診断技術の

れます。症

れます（図

の回復が早い

約 530 例を

なさん、無事

診に「前立腺

ドックを受診

認し、病気の

きます。

予約は：帯広

さい 

受付時間

診担当者にお

に

予

。

の

症

図

い

を

事

腺

診

の

広

間

お

帯

の

た

が、

）は

のがん罹

器で構成さ
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農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て
の

　
　
　
　
組
合
員
・
役
職
員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会

　
代
表
理
事
会
長 

　
小
野
寺

　
俊

　
幸

　

昭
和
22
年
11
月
19
日
に
農
業
協

同
組
合
法
（
農
協
法
）
が
公
布
さ

れ
、
今
年
で
73
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

戦
後
の
食
糧
不
足
の
混
乱
期
に

農
業
者
の
協
同
組
織
の
発
達
を
通

じ
、「
農
業
生
産
力
の
増
進
」
と
「
農

業
者
の
経
済
的
社
会
的
地
位
の
向

上
」
を
図
り
、
国
民
経
済
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

農
協
法
が
制
定
さ
れ
、
農
協
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
協
は
「
農
業
者
に
よ
る
農
業

者
の
た
め
の
組
織
」
で
あ
り
、
協

同
組
合
原
則
に
掲
げ
る
「
自
主
・

自
立
」「
民
主
的
運
営
」
の
基
本

に
立
ち
、
相
互
扶
助
の
精
神
の
も

と
、
幾
多
の
困
難
な
状
況
を
乗
り

越
え
、
組
合
員
の
皆
様
の
営
農
と

生
活
の
安
定
並
び
に
よ
り
良
い
地

域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
今
日

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

と
い
う
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
ウ
イ
ル
ス
が
、
世
界
的
に
感

染
拡
大
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
道
民
に
対
し

北
海
道
農
業
か
ら
行
動
を
起
こ
す

こ
と
で
、
農
業
と
人
、
農
村
と
都

市
、
生
産
者
と
消
費
者
（
生
活
者
）

の
関
係
の
あ
り
方
を
見
つ
め
直
し

て
い
た
だ
く
た
め
、「
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
！
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ

Ｄ
Ｏ
（
ア
グ
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
ホ
ッ

カ
イ
ド
ウ
）」
と
題
し
た
取
組
み

を
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
が
一
丸

と
な
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

「
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
！

Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
」
は
、
主
に

次
の
３
つ
を
テ
ー
マ
と
し
た
行
動

で
あ
り
、
ま
ず
一
つ
は
日
頃
、
北

海
道
産
農
畜
産
物
を
食
べ
て
い
た

だ
い
て
い
る
感
謝
を
し
っ
か
り
と

伝
え
る
こ
と
、
次
に
食
料
自
給
率

の
重
要
性
に
関
す
る
理
解
促
進
と

具
体
的
な
行
動
変
容
を
求
め
る
こ

と
、
最
後
に
よ
り
多
く
の
方
に
気

軽
に
農
業
に
接
す
る
機
会
を
増
や

し
て
も
ら
う
（
パ
ラ
レ
ル
ノ
ー
カ

ー
）
た
め
の
国
民
に
向
け
た
情
報

発
信
で
あ
り
、
第
29
回
Ｊ
Ａ
北
海

道
大
会
で
決
議
い
た
し
ま
し
た
「
北

海
道
５
５
０
万
人
と
共
に
創
る
『
力

強
い
農
業
』
と
『
豊
か
な
魅
力
あ

る
農
村
』
の
実
現
」
と
「
農
業
所

得
の
増
大
と
、
多
様
な
担
い
手
の

確
保
・
育
成
」、「
次
代
に
つ
な
げ

る
協
同
組
合
の
価
値
と
実
践
」
の

一
環
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
北
海
道
は
、
協
同
組
合
の

理
念
と
精
神
を
事
業
の
拠
り
所
と

し
、
今
後
と
も
組
合
員
の
皆
様
が

夢
と
希
望
を
持
っ
て
営
農
と
生
活

が
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
こ

と
、
地
域
農
業
と
Ｊ
Ａ
の
発
展
に

全
力
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
お

誓
い
申
し
上
げ
、
農
協
法
公
布
記

念
日
に
あ
た
っ
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
致
し
ま
す
。
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十勝農業改良普及センター 十勝南部支所通信

酪農場 ・畜産農場における防疫対策
～牛サルモネラ症を中心とした伝染病対策（５回目：農場内での拡散防止①）～

今回からは、「農場内での拡散防止」です。まずは基本的な考え方などをご紹介します。

　次回は、農場内で感染リスクの高い場所をご紹介します。

　外部から入ってしまった病原体もその場で止まるのであれば、被害は拡散しません。子牛、分娩前

後など弱い牛の口元に病原体を運ばないように、農場内での拡散防止について今一度確認しましょう。

拡散防止の基本

病原体を拡散するもの！　人、機械、雨水の流れ、ペットなど 病原体の

　出前禁止！

人は歩き回ります 機械の共有は… 雨水、泥水が拡散 ペットはどこにでも行きます！

農場内の拡散防止フロー

拡散を防ぐ！

長靴の使い

分けで、常

にキレイな

状態に！

来場者は石灰帯

長靴洗浄・履替え

すべては、牛の口元へ

の病原体侵入を断つ！

１　持ち込ませない‼
２　持ち回らない‼
３　持ち出さない‼

各牛舎出入り口

に消毒槽を

出前禁止！

侵入を断つ！

糞とエサが接しないように作業機

を使い分ける。動線の交わるところ

は石灰帯をつくるなど対策を！
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JAグループ通信 JA北海道中央会

ホクレン JA北海道厚生連
　ホクレンは、「ホクレン大収穫祭」の一環として、

北海道米「ゆめぴりか」計４ｔと、北海道産馬鈴

しょ、玉ねぎそれぞれ計500㎏を、札幌市内の児

童福祉施設10カ所に寄贈しました。寄贈は今年で

36回目。今年は新型コロナウイルスの影響で、札

　ＪＡグループ北海道の連合会の活動内容を紹

介します。各団体の詳しい取り組み内容はＷＥ

Ｂサイトをご覧ください。

幌三越での会場販売

が取り止めとなった

ことから、ホクレン

の篠原末治会長が札

幌市役所を訪れ、町

田隆敏副市長に目録

を手渡しました。

　８月25日、バイオマスリサーチ株式会社（本社：

帯広市）と北海道信連、農林中央金庫は酪農・畜

産業へのバイオガスプラント普及に向けた連携協

定を締結しました。３者が連携することにより、

プロジェクトチームの組成、事業性評価とファイ

ナンスメニューの構築に取り組み、ふん尿処理に

かかる営農課題解決

に加え、循環型で持

続的な営農体系の確

立と、エネルギーの

地域循環の実現を目

指してまいります。

　ＪＡ共済連北海道は、平成20年より地域貢献活

動の一環として、交通安全啓発運動を北海道警察

本部と連携し「旗の波運動」として取組んでいます。

　街頭で小旗等を振り、ドライバーに交通安全を

呼びかけ、交通事故の撲滅、および交通安全意識

の向上を目的に活動しております。

　今年度も札幌地区で

は９月23日に共済ビル

前の街頭で実施しドラ

イバー・歩行者へ交通

安全運転を呼びかけま

した。

　組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健康を守

るため、本会事業の積極的な啓蒙推進を図ることを

目的として、広報誌「すまいる」を発行しておりま

す。年３回発行しており、様々な医療・健康情報を

発信しております。10月発刊の秋号においてはプレ

ゼント付アンケート

のコーナーもござい

ます。是非、ＪＡ北海

道厚生連のホームペ

ージをご覧いただき

アンケートへのご協

力をお願い致します。

　９月28日、ＪＲ札幌駅にて「フラワーキャンペーン～道産花き日常生活にプラス１～」を開催いたしました。

　本キャンペーンは、北海道経済連合会とＪＡグループ北海道の主催で、新型コロナウイルスの感染拡

大により需要が落ち込んでいる北海道産花きの需要を喚起することを目的として、お越しいただいた道

民の皆さまに北海道産の花1,000束を無料配布いたしました。小野寺会長（ＪＡ北海道中央会）、真弓会

長（北海道経済連合会）に加え、北海道のご協力のもと、鈴木知事にも応援に駆けつけていただき、

1,000束の花全てを配布することができました。

　皆さまも是非、ご家庭で北海道産の花を飾っていただくとともに、大

切な人への贈り物などでも道産の花を取り入れて、花のある、そして華

のある日常生活を楽しんでください。

　ＪＡグループ北海道は、「ＡＧＲＩＡＣＴＩＯＮ！ＨＯＫＫＡＩＤＯ」

（アグリアクション北海道）の一環として、今後も北海道産花きの消費

拡大に取り組み、花き生産者を含む全道の生産者を応援していきます。

JA北海道信連 JA共済連北海道
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理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

第
９
回 

10
／
29

★
報
告
事
項

１　

令
和
２
年
度
飼
料
用
と
う
も

ろ
こ
し
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

防
除
推
進
事
業
に
つ
い
て

２　

草
地
更
新
支
援
事
業
の
実
施

結
果
に
つ
い
て

３　

酪
農
経
営
災
害
緊
急
支
援
対

策
事
業
（
発
電
機
）
に
つ
い

て

４　

農
産
物
出
荷
状
況
に
つ
い
て

５　

令
和
元
年
産
種
馬
鈴
し
ょ
の

精
算
に
つ
い
て

６　

令
和
２
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
点
検
結
果
に

つ
い
て

７  

子
会
社
の
経
営
状
況
に
つ
い

て

８  

組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

９　

内
部
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

10　

第
２
四
半
期
自
治
監
査
の
結

果
に
つ
い
て

11  

不
祥
事
未
然
防
止
に
係
る
自

主
点
検
の
結
果
に
つ
い
て

12　

職
員
の
特
別
休
暇
に
つ
い
て

13　

職
員
の
採
用
に
つ
い
て

★
付
議
事
項

第
１
号　

令
和
２
年
産
種
馬
鈴
し

ょ
共
計
の
取
扱
い
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
２
号　

令
和
２
年
産
大
豆
の
全

道
共
計
の
取
扱
い
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
３
号　

令
和
２
年
産
原
料
て
ん

菜
の
概
算
払
い
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
４
号　

大
口
信
用
供
与
等
を
超

え
る
貸
付
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
５
号　

理
事
に
対
す
る
資
金
の

貸
付
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

★
協
議
事
項

第
１　

令
和
２
年
度
営
農
の
取
組

の
検
証
に
つ
い
て

�

協
議
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8,934

9,504

9,728

9,181

8,909

9,294

9,042

9,827

9,480

9,702

9,242

9,709

10,104
10,015

9,732

9,532
9,699

9,288

9,867

令和２年度10月　生乳生産動向

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000
生産乳量（2020年）

生産乳量（2019年）

704,367704,367

772,800772,800
847,220847,220

873,752873,752

710,556710,556

796,900796,900

536,957536,957

711,206711,206

674,513674,513

679,276679,276

537,350537,350

703,332703,332

736,238736,238

家畜市場の成績

乳用牛（初妊牛）

2019年度

2020年度

（ ）書きは前年度単価

1,050,000

1,000,000

750,000

800,000

850,000

950,000

900,000

650,000

700,000

600,000

550,000

500,000

450,000
3/4 3/19 4/8 4/22 5/12 5/27 6/11 7/7 8/27 9/8 9/24 10/7 10/21 11/5 11/26 12/17 1/21 2/3 2/17

(824,040)(824,040) (857,520)(857,520) (648,478)(648,478) (758,160)(758,160) (662,548)(662,548) (631,092)(631,092) (692,570)(692,570) (798,820)(798,820) (785,400)(785,400)
(963,540)(963,540) (877,410)(877,410) (807,840)(807,840) (720,428)(720,428) (699,233)(699,233) (476,880)(476,880) (551,035)(551,035) (723,507)(723,507) (725,340)(725,340) (821,168)(821,168)

（円）
大　　樹

肉用牛（黒毛和種）

2020年度去勢

2020年度雌

2019年度去勢

2019年度雌
550,000

500,000

600,000

650,000

700,000

800,000

2/91/1212/811/1010/149/158/197/146/175/184/153/11

（円）
大　　樹

750,000

850,000

900,000

649,048649,048

670,993670,993 663,030663,030

624,610624,610
643,993643,993

689,534689,534 697,428697,428

641,649641,649

583,589583,589587,243587,243
598,969598,969

528,142528,142535,028535,028
555,780555,780

576,640576,640

522,206522,206
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■

解
き
方

＝

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要
領
で
全
部
を
解
い
て
下
さ
い
。

次
に
Ａ
→
Ｅ
の
二
重
ワ
ク
の
文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
答
え
で
す
。

■

締
切
り

＝

12
月
10
日(

当
日
消
印
ま
で
有
効)

■

届　

出

＝

本
所
企
画
管
理
課
、
生
産
資
材
課
の
専
用
投
書
箱
へ
。

■

と
じ
込
み
ハ
ガ
キ
を
お
使
い
下
さ
い
。
郵
送
す
る
場
合
は
63
円
切
手
を
は

っ
て
下
さ
い
。

■

賞　

品

＝

大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
（
正
解
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
で
10

名
の
方
に
）

■

職
員
と
そ
の
家
族
の
方
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

■

11
月
号
の
応
募
者
は
20
名
で
、
全
員
が
正
解
さ
れ
ま
し
た
。
抽
選
の
結
果
、

次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。

当
選
し
た
方
に
は
大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

10月号の答え

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

ワイングラス
でした。

当選おめでとうございます
当　選　者

（
拓
北
）
吉

　
田

　
と
み
子
さ
ん

（
尾
田
）
細
　
谷
　
絢
　
子
さ
ん

（
尾
田
）
村
　
瀬
　
眞
美
子
さ
ん

（
東
和
）
髙
　
場
　
ち
あ
い
さ
ん

（
萠
和
）
阿
　
部
　
　
　
昭
さ
ん

（
萠
和
）
村
　
﨑
　
ゆ
　
ま
さ
ん

（
歴
舟
）
遠
　
藤
　
さ
よ
子
さ
ん

（
美
成
）
小
　
島
　
　
　
唯
さ
ん

（
振
別
）
瀬
　
川
　
勝
　
子
さ
ん

（
石
坂
）
今
　
村
　
陽
　
子
さ
ん

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

タ
テ
の
カ
ギ

①
は
た
き
や
モ
ッ
プ
で
取
り
除
き
ま
す

③

ボ
ク
シ
ン
グ
は
ム
エ
タ
イ
を
参
考
に

し
て
作
ら
れ
ま
し
た

⑥
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
３
番
目

⑦
素
材
の
色
が
生
き
る
よ
う
に
、

し
ょ

う
ゆ
を
使
っ
て
お
煮
し
め
を
作
っ
た

⑧
時
刻
を
知
り
た
い
と
き
に
見
ま
す

⑩
伊
勢
、
車
、
牡
丹
（
ボ
タ
ン
）
か
ら
連
想

さ
れ
る
魚
介
類
と
い
え
ば

⑫
三
十
一
文
字
（
み
そ
ひ
と
も
じ
）
と
も
呼

ば
れ
ま
す

⑭
大
き
な
石
の
こ
と

⑯
茶
室
に
敷
か
れ
て
い
る
物

⑱
初
心
者
を
表
す
片
仮
名
言
葉

⑳

に
交
わ
れ
ば
赤
く
な
る

㉒
神
社
を
示
す
地
図
記
号
は
こ
の
形

㉓
カ
メ
ラ
や
双
眼
鏡
に
は
め
ら
れ
て
い
ま
す

ヨ
コ
の
カ
ギ

①
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
て
っ
ぺ
ん
に
飾
り

ま
す

②
冬
に
着
る
厚
手
の
上
着

③
魚
偏
に
喜
と
書
く
魚

④
受
験
生
は
こ
の
前
に
座
っ
て
い
る
こ
と
が

多
そ
う

⑤

が
カ
サ
カ
サ
。
リ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
を

塗
ら
な
く
ち
ゃ

⑦
夏
が
サ
マ
ー
な
ら
冬
は

⑨
１
億
は
９

の
数
字
で
す

⑪
松
任
谷
由
実
の
ヒ
ッ
ト
曲
『

が
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
』

⑬
凝
り
や
す
い
体
の
部
位

⑮
ダ
イ
コ
ン
を

に
し
て
お
で
ん
に
入
れ

た
⑰
カ
タ
カ
タ
と
布
を
縫
う
機
械

⑲
外
（
が
い
）
の
反
対
語

㉑
冬
至
の
日
に
浴
槽
に
浮
か
べ
ま
す
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イラスト イラスト イラスト ・情報コーナー イラストは濃くていねいに書いて下さい。
(あまり薄いと掲載出来ないことがあります。)

拓　進

すずき はるかちゃん (８歳 )

萠　和

むらさき ゆまちゃん (６歳 )

下大樹

ひ な かちゃん (４歳 )

振　別

角倉 七虹ちゃん (９歳 )

石　坂

今村 陽子さん (77 歳 )


